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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
激
甚
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
八

月
の
佐
賀
県
を
中
心
と
し
た
豪
雨
や
十
月
の
台
風
第
十
九
号
な
ど
に
よ
り
全
国

的
に
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

台
風
第
十
九
号
で
は
、
草
木
ダ
ム（
群
馬
県
）の
流
域
に
非
洪
水
期
で
は
管
理

開
始（
一
九
七
七
年
）以
降
最
大
と
な
る
降
雨
を
観
測
し
ま
し
た
が
、
台
風
接
近

前
に
事
前
放
流
な
ど
に
よ
り
約
三
千
五
百
万
㎥
の
容
量
を
確
保
し
、
異
常
洪
水
時

防
災
操
作
を
回
避
し
て
大
き
な
洪
水
調
節
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

一
方
、
昨
年
は
豊
川
水
系
や
筑
後
川
水
系
で
近
年
に
な
い
大
き
な
渇
水
が
発
生

し
ま
し
た
。
豊
川
の
宇
連
ダ
ム（
愛
知
県
）は
一
九
八
五
年
以
来
の
貯
水
率
ゼ
ロ
を

記
録
し
、
筑
後
川
の
江
川
ダ
ム
・
寺
内
ダ
ム（
福
岡
県
）は
管
理
開
始（
江
川
ダ
ム

一
九
七
五
年
、
寺
内
ダ
ム 

一
九
七
八
年
）以
来
、
代し

ろ

か
き
期
間
内
で
は
最
低
の
貯

水
率
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、
情
報
交
換
を
密
に
し
て
節
水

対
策
や
水
融
通
な
ど
を
行
い
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
で
頻
発
す
る
洪
水
や
渇
水
に
対
す
る
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
八
月
の
豪
雨
で
は
佐
賀
県
内
、
台
風
第
十
五
号
で
は
千

葉
県
内
、
台
風
第
十
九
号
で
は
埼
玉
県
内
・
栃
木
県
内
に
当
水
資
源
機
構
が
保
有

す
る
ポ
ン
プ
車
な
ど
を
派
遣
し
排
水
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
深
刻
な
渇

水
状
態
で
あ
っ
た
福
岡
県
新し

ん
ぐ
う
ま
ち
あ
い
の
し
ま

宮
町
相
島
や
東
京
都
小お

笠が
さ
わ
ら原

村む
ら

母は
は
じ
ま島

と
い
っ
た
離

島
へ
可
搬
式
浄
水
装
置
※
を
派
遣
し
給
水
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

近
年
、
洪
水
や
渇
水
が
激
甚
化
し
、
加
え
て
巨
大
地
震
の
発
生
が
迫
る
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
水
資
源
開
発
施
設
等
の
適
切
な
管
理
や
関
係
者
と
の
連
携
を
通
じ

て
、
平
常
時
の
水
管
理
や
緊
急
時
の
危
機
管
理
の
向
上
に
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

建
設
事
業
に
関
し
て
は
筑
後
川
水
系
の
小
石
原
川
ダ
ム（
福
岡
県
）が
今
年
完

成
し
管
理
に
入
る
予
定
で
す
。
川
上
ダ
ム（
三
重
県
） 

で
は
、三
年
後
の
完
成
を
目

指
し
本
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
本
格
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
成

田
用
水
施
設
改
築（
千
葉
県
）に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
関
係
者
と
の
綿
密
な
連
携
に

よ
り
、
成
田
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律（
成
田
財
特
法
）の
改
正
を
経
て
、
事
業
計
画
の
認
可
を
受
け
、
事
業
に
着
工

し
ま
し
た
。
今
年
も
着
実
な
事
業
進
捗
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
夏
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
当
時
は
、
慢
性
的
な
水
不
足
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
設
立
間
も
な
い
当
水
資
源
機
構
の
前
身
と
な
る
水
資
源
開

発
公
団
が
そ
の
解
消
に
貢
献
し
ま
し
た
。
今
日
、
水
資
源
機
構
を
取
り
巻
く
課
題

は
、
異
常
渇
水
・
異
常
洪
水
の
発
生
、
地
震
等
に
よ
る
大
規
模
災
害
の
発
生
、
施

設
老
朽
化
の
進
行
、
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
な
ど
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す

が
、
水
の
プ
ロ
集
団
の
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
高
い
技
術
力
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）な
ど
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
賢
い
維
持
管

理
）と
を
融
合
さ
せ
、
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
係
の
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
可
搬
式
浄
水
装
置
と
は
、
海
水
な
ど
を
微
細
な
孔
を
持
つ
膜
を
通
し
て
、
浄
化
さ
れ
た
淡
水
を
作

り
出
す
装
置
。
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